
 新たな交流拠点としての多目的アリーナ整備に向けた 

あつぎ鮎まつりでのオープンハウス開催結果概要 
 

目  的 

厚木市役所本庁舎敷地の跡地等活用に向け、新たな交流拠点としての多目
的アリーナの整備を検討しております。そこで、地域にお住いの皆様の意
見を伺うことを目的に、オープンハウスを実施しました。 

開催日時 令和８年 10月 10日（土）午前９時から午後２時まで 

開催場所 本厚木駅北口広場 

参 加 者 あつぎ鮎まつり来場者の皆様（728名） 

担 当 課 行政経営課 

結果公開日 令和８年 10月 20日（火） 

内  容 

当日は、多目的アリーナ整備に向けて、どのような活用イメージが期待さ

れるかをテーマに、２つの設問から最も考えの近い項目１つをシールアン
ケート方式で選んでいただきました。 

質問１ 多目的アリーナで参加してみたいイベントは何ですか？ 

質問２ 周辺エリアではどのような体験・活用をしたいですか？ 

当日の様子 

 

  



結果① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

項目 回答数（枚） 割合（%）

①プロスポーツチームの試合をホームで応援 147 20.2%

②音楽コンサート・ライブなどの鑑賞 335 46.1%

③パブリックビューイングへの参加 15 2.1%

④見本市・企業展示会（物産展・フェアなど含む） 76 10.5%

⑤新規の市民イベント（夏祭り・キッズフェス・大学入学式など） 105 14.4%

⑥既存の市民イベント（鮎まつり・大道芸・ジャズナイトなど） 46 6.3%

⑦その他 3 0.4%

合計 727 100.0%



結果② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

項目 回答数（枚） 割合（%）

①カフェや飲食スペースでゆっくり過ごせる 245 33.7%

②マルシェやキッチンカーなどで賑わいを感じる 182 25.0%

③災害時の防災拠点として活用できる 171 23.5%

④地域の交流イベントに定期的に参加できる 59 8.1%

⑤プロ選手の練習見学やアリーナ見学ツアーに参加できる 62 8.5%

⑥運営ボランティアとしてイベント運営を体験できる 9 1.2%

⑦その他 0 0.0%

合計 728 100.0%

※辞退等のため、Q1の回答合計数と差が生じています。


